
「
地
球
沸
騰
化
」
と
言
わ
れ
る

ま
で
に
気
候
危
機
は
進
行
し
て

い
る
。
幕
別
町
で
は
危
機
打
開
の
た
め
、

今
年
３
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ　

ま
く
べ
つ
」
を
宣
言
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
46
％
削
減

す
る
「
幕
別
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」
を
策
定
し
、
具
体
化
に
踏
み
出

し
た
。
町
あ
げ
て
の
一
大
事
業
で
あ
り
、

町
民
と
一
体
と
な
っ
た
事
業
の
推
進
が

要
と
な
る
。
実
現
に
向
け
、
次
の
点
を

問
う
。

⑴
計
画
の
住
民
周
知
と
協
力
に
つ
い
て

①
計
画
策
定
に
お
け
る
住
民
の
声
の

反
映
は
。

②
住
民
周
知
と
協
力
の
手
立
て
は
。

③
環
境
家
計
簿
の
普
及
を
。

⑵
二
酸
化
炭
素
46
％
削
減
の
具
体
的
政

策
に
つ
い
て

①
公
共
分
野
の
取
組
は
。

②
個
人
事
業
者
、
住
宅
の
太
陽
光
発

電
機
器
設
置
の
支
援
策
は
。

➂
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
は
。

④
森
林
吸
収
、
都
市
緑
化
の
取
組
は
。

⑶
十
勝
圏
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
組
は
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
①
町
民
お
よ
び
事
業
所
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
や
、
次
代
を
担
う
小
中
学
生
、
幕

別
清
陵
高
校
の
高
校
生
か
ら
意
見
等
を

伺
う
と
と
も
に
、
町
民
説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
幅

広
く
意
見
を
伺
い
、
計
画
を
策
定
し
た
。

②
町
消
費
生
活
展
に
お
い
て
、
計
画
案

の
講
座
と
パ
ネ
ル
展
示
で
の
説
明
を
行

っ
た
。
ま
た
、
町
広
報
紙
に
特
集
記
事

を
掲
載
す
る
な
ど
周
知
に
努
め
た
。

　

今
後
は
、
「
ま
く
べ
つ
夏
フ
ェ
ス
タ
」

の
会
場
で
「
幕
別
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器
等
の
展
示
会
を

事
業
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
す
る

な
ど
、
住
民
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。　

③
昨
年
広
報
10
月
号
で
、
北
海
道
が
開

発
し
た
ア
プ
リ
「
北
海
道
ゼ
ロ
チ
ャ

レ
！
家
計
簿
」
を
紹
介
し
た
。
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
見
え
る
化
す
る
こ

と
は
、
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

⑵
①
②
③
「
幕
別
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
の
期
間
を
大
き
く
３
期
に
分
け
て
施

策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

第
１
期
の
３
か
年
で
は
、
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
推
進
総
合
補
助
金
」
の
創
設
と
、

公
共
施
設
等
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
本

庁
舎
等
へ
太
陽
光
発
電
施
設
を
整
備
す

る
。
ま
た
、
「
家
畜
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ

ン
ト
」
の
事
業
化
に
向
け
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
ほ
か
、
公
用
車
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
と
し
て
「
Ｅ
Ｖ
車
」
と
「
Ｐ

Ｈ
Ｖ
車
」
の
導
入
を
進
め
て
い
く
。

　

第
２
期
の
４
年
間
は
、
総
合
補
助
金

の
継
続
実
施
と
と
も
に
、
十
勝
ナ
ウ
マ

ン
温
泉
ホ
テ
ル
ア
ル
コ
等
へ
太
陽
光
発

電
設
備
の
導
入
を
図
り
、
再
エ
ネ
導
入

を
加
速
化
し
て
い
く
。

　

第
３
期
は
、
新
た
な
技
術
等
を
導
入

し
た
事
業
を
推
進
す
る
期
間
と
定
め
て

お
り
、
今
後
の
国
や
北
海
道
に
お
け
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
対
す
る
推
進
策
と
歩

調
を
合
わ
せ
、
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
ま
く
べ
つ
」
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

④
「
幕
別
町
森
林
整
備
計
画
」
に
基
づ

い
て
計
画
的
に
森
林
整
備
を
行
っ
て
お

り
、
本
年
度
は
町
全
体
で
１
７
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
造
林
を
予
定
し
て
い
る
。

　

都
市
公
園
に
つ
い
て
は
、
「
幕
別
町

緑
の
基
本
計
画
」
に
示
す
と
お
り
現
状

の
都
市
公
園
の
緑
化
面
積
を
保
全
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
都
市
緑
化
の
維
持
・

保
全
に
努
め
て
い
く
。

⑶
各
市
町
村
の
取
組
状
況
が
異
な
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
十
勝
圏
が
一
体
と
な
り

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
取
り

組
む
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

世
界
で
は
ゴ
ミ
は
焼
却
せ
ず

資
源
化
が
趨
勢
（
す
う
せ
い
）

で
あ
る
。
幕
別
町
で
も
生
ご
み
な
ど
は

資
源
化
し
、
Ⅽ
Ｏ
２
の
排
出
を
削
減
す

べ
き
で
あ
る
が
、
町
の
考
え
は
。

  

町　

長

町　

長  

　

焼
却
す
る
よ
り
も
資
源
化
す
る
方
が

処
理
費
用
は
高
額
と
な
る
が
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
お
い
て
、
ご
み
の
資
源
化

を
一
層
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
可
能
な
限
り
リ

サ
イ
ク
ル
に
ま
わ
し
、
可
燃
ご
み
を
極

力
減
ら
す
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
生

ご
み
を
原
料
と
す
る
液
化
バ
イ
オ
メ
タ

ン
を
生
成
す
る
た
め
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
建
設
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ぜ
ひ
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答問
国
や
北
海
道
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
ま
く
べ
つ
」
の
実
現
を
図
っ
て
い
く

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

■ 一 般 質 問 ■ 

⓫

問

2024.8 月号

中橋　友子 議員
（副議長）

答問

可
能
な
限
り
資
源
化
し
、
ご
み

減
量
化
の
促
進
に
努
め
て
い
く

ご
み
焼
却
の
減
量
化
を

問


